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今年は高野口小学校開校１５０年となります  
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まだ梅雨は明けていませんが、今年も記録的な暑さが予想されています。子どもたちは汗をかきながらも元気に

登校し、日々の学びや活動に一生懸命取り組んでいます。１６日からは水泳の授業も始まり、プールには子どもた

ちの元気な声が響いています。この３か月間、子どもたちは新しい友だちや先生との出会いの中で、多くのことを

学び、着実に成長してきました。７月は学習や生活のまとめの時期です。これまでの振り返りを通して、次のステッ

プに向けた準備を進めてまいります。授業参観や学級懇談会など、保護者の皆様には多くのご協力をいただき、

心より感謝申し上げます。また、先日発生した学校近隣での火災に際しましては、保護者・地域の皆様に大変ご心

配をおかけしました。幸いにも児童・校舎ともに無事であったことが何よりでした。今後も気を引き締め、安全・安

心な学校づくりに努めてまいります。 

令和７年度高野口小学校 

学校運営協議会委員さんのご紹介 

 

井澤  清 様（元高野口小学校長） 

廣岡 慶三 様（高野口地区連合会長） 

北浦 健司 様（共育コミュニティ代表） 

井上 百合子様（青少年健全育成会代表） 

丸井 緩子 様（高野口公民館長） 

田中 博晃 様（地域有識者） 

佐田 亜紀 様（高野口学童指導員） 

井本 球 様（地域若者代表） 

前田 昌孝 様（信太区長会代表） 

飛島 健一 様（ＰＴＡ会長） 

高瀬 勇人 様（地域移住若者代表） 

保護者・地域の皆さま方には、いつも学校運営協議会の活動にご理解とご

協力をいただきありがとうございます。 

私たちは本年度も、皆さまと力を合わせて「地域とともにある学校づくり」

に向けた取組を進めていきたいと思います。どうかよろしくお願いします。 

６月５日に第１回学校運営協議会を持ち、以下の事柄に関して意見を交わし

ました。 

＊ 学校運営基本方針について 

「高野口小学校スクールプラン」をもとに、校長先生から、育てたい子ども

像・目指す学校像など学校運営のビジョンを聞かせていただきました。プラ

ンには新たに、①子どもの立場からの学校評価 ②小中９年間を見通した教

育の推進 の２点が明記されていました。②からは、昨年度に実施された管

内小中学校の合同研修会の成果を感じ取ることができました。繊細かつダ

イナミックな、とてもよくできた学校運営方針であると思います。 

＊ 活動の方向について 

本年度の学校運営協議会は、１１名の委員で構成しています。職種・年齢も

これまで以上に幅広く、第１回会合では、それぞれの立場から非常に新鮮で

建設的な意見がたくさん出されました。１１名は、「地域貢献部会」「イベント

部会」「自然環境部会」に分かれて活動します。主体は学校運営協議会です

が、先生方にもそれぞれ部会に属していただき、アドバイスをいただけたら

と思っています。活動の詳細は追って学校を通して案内させていただきま

す。保護者の皆さまには、無理のない範囲でお子さんの参加についてご配

慮をよろしくお願いします。 

＊ 開校１５０周年を迎えて校長先生も、「年間を通して子どもたちに１５０周

年を感じてほしい」とおっしゃっています。先月のＰＴＡ合同部会では、役員

さん方から具体的な内容がたくさん出されたともお聞きしました。私たち

も、活動の充実を図ることを第一に、子どもたちやＰＴＡの皆さん方と一緒

に１５０周年を祝わせていただければ幸いに思います。 

高野口小学校運営協議会 


